
森 の 通 信            ２０１６．３．２９ 

 

(ボルネオ固有種のテングザル/約千箇所の生息地大半がインドネシア/写真と文by西岡) 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ    

・People(39)鎮火活動の仲間達･･････････ｐ３    ・新ＦＮＰＦクマイ事務所・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１３ 

・タンジュンプティン国立公園から・・・・・ｐ４～ｐ６    ・ハラパン村での日々・・・・・・・・・・・・ｐ１４～ｐ１５ 

・森林火災が生んだ新しいつながり・・・・ｐ７～ｐ８    ・ワンワールド・フェスティバル・・・・・ｐ１６～ｐ１７ 

・ウータン２０１６年総会報告・・・・・・・・・・ｐ９～ｐ１０    ・世界の森林ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１８ 

・７回目の訪問にて見えてきた・・・・・・・ｐ１１～ｐ１２    ・会計より・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１９ 



【新たな一年にむけて】 多くの方のご協力で、様々な媒体で取り上げていただいています。 

  今年も「発信する」ことを大きなテーマとして活動したいと思います。（石崎） 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

毎日新聞大阪版（1/25）で取り上げられました 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ウータン活動記録】 

2015.12.12 インドネシアの森を守ろう！緊急報告会 「COP21 パリ会議で世界は変わるか」 

          特別ゲスト 谷口正次さん（資源・環境ジャーナリスト、京都大学特任教授） 

     12.27  ウータン忘年会兼近藤美沙子さん報告会 

2016. 1.11   毎日新聞から取材を受ける（西岡、石崎、武田） 

   1.15-24  インドネシア調査等（西岡） 

      1.31  ウータン総会 

      2.5  東京集会「燃える熱帯林と気候変動～企業の責任とは」ゲスト・パウリヌスさん 

    2.6-7  ワンワールドフェスティバル出展「C.O.P パウリヌスさん特別講演」 

   2.14-19  丸山幸子さんの依頼でタンジュンプティン同行（近藤美） 

  2.20-26  タンジュンプティン調査等（神前）   

     2.25  箕面 FM から電話インタビューを受ける（石崎）  

      2.28  analyze ウータン・ワークショップ（有志メンバー） 

   （12.８、12.22、1.5、1.12、1.26、2.2、2.16、3.1、3.8、3.29 ウータン会議） 

WEBSITE をリニューアルしました 

http://hutangroup.org にアクセスください！ 

リヌスさんがウータンのために PR 動画を 

作ってくれました（WEBSITE から見れます） 

 

京都三条ラジオカフェに武田さんが出演！ 

http://radiocafe.jp/200907001/episodes/2015-12-3oa/ 

    ↑↑こちらから聞けます↑↑ 



People タンジュン・プテイン国立公園で鎮火活動の仲間 

～FNPFのバスキ達やCare for Tanjung Putingの仲間たち 

  【Year of Hero】とTempo雑誌が鎮火活動したバスキたちと7名を記載！/写真・文/西岡 

  

     
   (左から柳原理恵、ツーヤン、バスキ、Care for Tanjung Puting リーダー・アディ、FNPFイビ/敬称略) 

 

 

  「初期の火災鎮火が非常に大事。2015年12月中旬から国立公園事務所の支援でサマリンダでの鎮火 

訓練に参加したので、余計に実感する。もっと村人が早期から鎮火活動に参加していたら、火災はかな 

り少なかったかも・・・」と、9月にジュルンブンでバスキ達と鎮火活動をした無骨なツーヤン氏が言う。 

［Care for Tanjung Puting］リーダー・アディ氏は「私はタンジュン・プティン公園でガイドをしていたが、 

酷い大火となってきたので早く鎮火体制を作らないと、私たちガイドもこのタンジュン・プティン公園で観 

光の仕事ができなくなるとガイド仲間に呼びかけた。多くの仲間が参加してくれて、感謝だ。有名なバス 

キ達と一緒に鎮火作業して光栄だ。クマイ町やパンカランブン市の人たちもボランティア活動として参加 

し、私たちは 250名になる。今、私たち、新団体［Care for Tanjung Puting］は資金難です」と言う。 

FNPFのイビ氏は「これからが大事。私の希望として絶対に火事を起こさない、早期発見が大切」と言う。 

［Year of Hero］とされたバスキが言う。「全員がヒーローだ!  みんなが頑張ったからだよ」と言う。「今回、 

国立公園事務所が 4隻の船を火災対策として貸してくれるのが有難い。12名のチームメンバーの大半 

が揃った。後は理恵さん、Badman Nisioka、消防用具と長いホース類があれば、鎮火作業に繋がる。 

私たちは資金不足。日本等の海外から支援を待っている」と笑う。今年の鎮火体制がかなり出来たのだ。 

 




